
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

収穫された農林産物が展
示され、来場者は出来栄え
に感心していました。

第 12回　仙北市産業祭

仙北市長賞
ほうれん草 佐藤喜知子（上桧木内字浦子内）	
ねぎ 佐藤和喜（上荒井字寺村）	
箱ぞり 畠山源治（生保内字野村）	
秋田県農業協同組合中央会長賞
キャベツ 鈴木朝吉（下延大前田）
白菜 青柳聡子（下延上野坊）
里芋 髙橋勉（角館東前郷字後川）
仙北市議会議長賞
きゅうり 佐々木和幸（大中嶋）	
秋田おばこ農協代表理事組合長賞
ブロッコリー 安藤勝巳（神代字柏林）	
スナップエンドウ 草彅美恵子（薗田西村）	
しもふりいんげん 髙橋洋子（角館東前郷字後川）	
仙北市商工会長賞
食油（ひまわり） 細川甚衛（神代字戸伏松原）
仙北農業共済組合組合長理事賞
玄米（あきたこまち） 藤川智裕（角館東前郷字杉林）	
仙北東森林組合代表理事組合長賞
原木マイタケ 白岩地域運営体
仙北市農業委員会会長賞
大根 青柳聡子（下延大畑）
秋田県たばこ耕作組合組合長賞
葉たばこ（たいへい） 木村明夫（山谷川崎字川崎）

農林産物等品評会 特別賞受賞者《敬称略》（　）内は住所

農
・
商
・
工
が
手
を
つ
な
い
で

　

10
月
22
日
・
23
日
の
両
日
、
神
代
市

民
体
育
館
を
主
会
場
に
第
12
回
仙
北
市

産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
会
場
は
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
農
林
産
物
品
評
会
に
は
、

野
菜
・
果
実
な
ど
を
中
心
に
２
９
６
点

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
で
は
、

昨
年
に
比
べ
出
品
数
は
減
少
し
た
も
の

の
、
病
害
虫
の
発
生
が
少
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
品
種
特
性
の
表
れ
た
良
品

が
揃
っ
て
い
る
と
の
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

神
代
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
発
表
。

特
別
企
画
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
の

農
業
利
用
を
見
据
え
、
農
薬
散
布

の
デ
モ
飛
行
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

駐
車
場
に
は
、
商
工
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
出
店
が
並
び
、
お
目
当
て
の
商

品
を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

響
き
渡
る
多
彩
な
演
奏

　

10
月
16
日
、仙
北
市
民
会
館
で
「
海

上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
発
足
60
周
年
を
迎
え
た
大

湊
音
楽
隊
。
こ
の
日
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
か
ら
秋
田
の
ご
当
地
ヒ
ー

ロ
ー
・
超
神
ネ
イ
ガ
ー
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
ま
で
、
多
彩
な
楽
曲
を
時
に
は

し
っ
と
り
と
、
時
に
は
コ
ミ
カ
ル
に

演
奏
し
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ア
ン
コ
ー
ル
で
、
お
な
じ

み
の
軍
艦
行
進
曲
が
演
奏
さ
れ
る

　海上自衛隊の音楽隊コンサート

と
、
満
員
の
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

バラエティに富んだ楽曲で聴衆を魅了した大湊音楽隊
の演奏。

　

水
土
里
ネ
ッ
ト
西
木（
西
木
土
地
改
良
区
・

伊
藤
長
三
理
事
長
）
が
主
催
す
る
「
第
10
回

施
設
見
学
会
」
が
10
月
18
日
に
行
わ
れ
、
西

明
寺
小
学
校
４
年
生
16
人
が
宮
田
頭
首
工

等
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
を

大
切
に
使
う
た
め
各
施
設
が
ど
の
よ
う
な

働
き
を
し
て
い
る
か
、
水
が
果
た
す
役
割
が

い
か
に
重
要
か
な
ど
、
担
当
者
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。
児
童
た
ち
が
書
い
た
見
学
会
の
感
想
文

の
中
か
ら
、
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

水
土
里
ネ
ッ
ト
西
木
が
施
設
見
学
会

水はかけがえのないもの。各施設の役割を子どもたちは学びました。

大
切
な
水
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う

田
沢
湖
駅
名
看
板
も
披
露

　

Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
線
の
全
線
開
通
50
周

年
を
記
念
し
た
駅
ま
つ
り
が
10
月
22

日
に
田
沢
湖
駅
前
広
場
で
、
29
日
に

は
角
館
駅
前
広
場
で
行
わ
れ
た
ほ
か
、

田
沢
湖
駅
名
看
板
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
駅
ま
つ
り
で
は
「
ミ
ニ

Ｅ
６
」
や
「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
」
の
体
験
乗
車
、

地
元
名
物
料
理
の
販
売
や
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
両
駅
で
特
色
あ
る
楽

し
い
催
し
物
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家

族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
タ
レ
ン
ト
で
仙
北
市
観
光
大
使

　田沢湖線が全線開通 50 周年

の
グ
ッ
チ
裕
三
さ
ん
も
イ
ベ
ン
ト
や

駅
名
看
板
の
除
幕
式
に
参
加
し
、
全
線

開
通
50
周
年
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 新設された田沢湖駅名看板の除幕式（左）。お祝い

を述べる仙北市観光大使のグッチ裕三さん（右）。

　

頭
首
工
と
下
水
し
ょ
理
場
で
学
ん
だ
こ
と

                                

　
　
　
　
石
郷
岡
　
紗

　
わ
た
し
が
頭
首
工
見
学
で
初
め
て
知
っ
た
こ

と
は
、
鉄
の
ゲ
ー
ト
と
ゴ
ム
の
ゲ
ー
ト
の
こ
と

で
す
。
宮
田
頭
首
工
は
鉄
の
ゲ
ー
ト
、
小
山
寺

頭
首
工
は
ゴ
ム
の
ゲ
ー
ト
で
し
た
。
鉄
の
ゲ
ー

ト
は
上
げ
た
り
、
下
げ
た
り
し
て
水
の
量
を
調

節
し
ま
す
。
ゴ
ム
の
ゲ
ー
ト
は
中
に
空
気
が

入
っ
て
い
て
ぬ
い
た
り
、
入
れ
た
り
し
て
水
の

量
を
調
節
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
下
水
場
見
学

で
初
め
て
知
っ
た
こ
と
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
わ
た
し
た
ち
が
使
っ
た
水
を
キ

レ
イ
に
し
て
、
新
し
く
し
た
水
を
川
に
流
す
と

い
う
こ
と
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
毎
日
水
を
何

回
も
使
い
ま
す
。
そ
の
水
を
何
回
も
キ
レ
イ
に

し
て
い
る
こ
と
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
び
生
物
は
よ
ご
れ
を
食
べ
て
い

る
こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
び
生
物
が
よ
ご
れ
を

食
べ
て
水
を
キ
レ
イ
に
す
る
と
い
わ
れ
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
水
は
人
の
手
や

機
械
で
キ
レ
イ
に
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
か

ら
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
水
に
ゴ
ミ
が
投
げ
ら
れ
て
し
ょ

理
に
困
る
時
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

な
の
で
、
ゴ
ミ
は
水
に
投
げ
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
き
た
い
で
す
。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

仙
北
市
文
化
祭
が
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
各
会
場
で
は
日
頃
の
活
動

成
果
の
絵
画
や
書
道
、
陶
芸
、
手
芸
、
短
歌
な
ど
が
多
数
展
示
。
来
場
者

は
秋
の
日
の
一
日
を
様
々
な
文
化
に
ふ
れ
合
い
楽
し
み
ま
し
た
。

【
角
館
地
区
】

10
月
15
日
・
16
日
（
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　

文
化
祭
は
角
館
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
で
賑
や
か
に
幕
開
け
し
ま
し
た
。
会
場

内
で
は
数
多
く
の
作
品
展
示
や
呈
茶
で
の
お

も
て
な
し
、
商
工
会
婦
人
部
に
よ
る
食
堂
も

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
角
館
芸
術

文
化
協
会
会
員
に
よ
る
芸
能
発
表
も
行
わ

れ
、民
謡
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

【
田
沢
湖
地
区
】

10
月
29
日
・
30
日
（
生
保
内
市
民
体
育
館
）

　

会
場
に
は
、
田
沢
湖
芸
術
文
化
協
会
会
員

や
田
沢
湖
公
民
館
を
通
じ
て
活
動
す
る
市
民

【
西
木
地
区
】

11
月
３
日
（
ク
リ
オ
ン
多
目
的
ホ
ー
ル
・
隣

接
体
育
館
）

　

西
明
寺
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
始
ま
っ
た

西
木
地
区
文
化
祭
で
は
、
保
育
園
児
か
ら

大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
が
多
く
の
作
品

を
出
展
し
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

様
々
な
作
品
や
芸
能
発
表
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

第
11
回 

仙
北
市
文
化
祭

サ
ー
ク
ル
の
作
品
の
ほ
か
友
達
と
一
緒
に
趣

味
で
作
っ
た
手
芸
品
、
だ
し
の
こ
園
と
神
代

こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
作
品

な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が

訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
の
地
元
社
中
に

よ
る
呈
茶
の
お
も
て
な
し
や
作
り
た
て
の
お

焼
き
、
朝
採
り
野
菜
な
ど
の
直
売
コ
ー
ナ
ー

も
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

テープカットで開会をお祝いしました。

会場には午前中から多くの来場者が続々と。

多彩な作品の数々を鑑賞する来場者。 角館中学校吹奏楽部の演奏で幕開け。

ステージでは華やかな芸能発表。子どもから大人まで賑わいを見せました。

心
ひ
と
つ
に
活
動
を
展
開

　

盛
岡
秋
田
道
路
と
大
曲
鷹
巣
道
路

の
整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月
28

日
、
角
館
町
の
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
で
開
催
さ
れ
、
秋
田
・
岩
手
の

行
政
関
係
者
な
ど
約
２
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
両
道
路
の
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
の
会
長
を
務
め
る
門
脇

市
長
が
「
地
域
の
元
気
づ
く
り
や
ア

ク
セ
ス
向
上
を
図
る
た
め
活
動
を
展

開
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
意
見
発
表
で
は
、
仙
北

市
商
工
会
青
年
部
長
の
島
川
祥
さ
ん

　高規格道路整備促進フォーラム

が
「
未
来
も
道
路
も
人
が
つ
く
る
。
地

域
を
残
す
た
め
に
も
両
道
路
の
整
備

は
必
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

意見発表などが行われたフォーラム。壇上で意見
を述べる仙北市商工会青年部長の島川祥さん。

　

第
56
回
郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会
が
10
月

21
日
か
ら
23
日
ま
で
日
本
武
道
館
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
、
民
舞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
部
に
４
年

連
続
で
出
場
し
た
秋
田
地
区
連
合
会
生
保
内

支
部
の
藤
原
ミ
サ
子
社
中
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
に
は
全
国
の
津
軽
三
味
線
奏

者
１
９
１
１
人
が「
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
六
段
」

の
大
合
奏
を
披
露
し
、
合
奏
人
数
の
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
開
会
式

に
津
軽
三
味
線
の
合
奏
を
取
り
入
れ
て
も
ら

お
う
と
３
年
前
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
秋
田
県

か
ら
は
８
団
体
が
参
加
。
仙
北
市
か
ら
は
、
か

く
の
だ
て
桜
角
会
（
山
崎
桜
角
会
主
）
の
９
人

が
出
場
し
、
見
事
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
56
回
郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会
入
賞

三
味
線
の
大
合
奏
で
ギ
ネ
ス
記
録
更
新

左から順に藤原ミサ子さん、門脇市長、地主重雄さん、笹渕誠さん。かくの
だて桜角会の会長を務める笹渕さんは「日頃の練習の成果を発揮することが
できました。ぜひ、東京五輪で迫力ある演奏を実現したい」と話しました。

　

９
月
25
日
、
第
28
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

県
南
地
区
児
童
作
品
展
の
表
彰
式
が
大

曲
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
北
條
雄
大

君
（
生
保
内
小
４
年
）
の
作
品
「
六
情
の

木
」
が
絵
画
の
部
で
最
高
賞
の
Ｍ
Ｏ
Ａ

美
術
館
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
北

條
君
は
「
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
見
て
い
た

ら
、
木
の
中
に
６
つ
の
色
が
見
え
、
そ

れ
は
７
月
の
宿
泊
体
験
学
習
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
、
火
の
神
様
に
誓
っ

た
『
友
情
』『
創
造
』
な
ど
、
６
つ
の
約

束
と
重
な
っ
て
見
え
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
考
え
な
が
ら
描

い
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
木
に
な
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

MOA 美術館作品展で最高賞
北條雄大くん（生保内小 4 年）が

MOA 美術館奨励賞に輝いた北
條くんの作品「六情の木」。

最
高
賞
を
受
賞
し

た
北
條
雄
大
く
ん
。

随
所
に
光
る
伝
統
的
技
法

　

10
月
20
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
第
44
回
角
館

町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
工
芸
展
で
は
「
海
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
審
査
作
品
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

職
人
こ
だ
わ
り
の
品
な
ど
約
３
５
０

点
が
展
示
・
即
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
的
な
技
法
や
デ
ザ
イ
ン
が
施

さ
れ
た
作
品
を
一
目
見
よ
う
と
、
開

催
期
間
中
は
お
よ
そ
３
５
０
０
人
の

　第 44 回角館町樺細工伝統工芸展

来
場
者
が
訪
れ
、
美
し
い
仕
上
が
り
の

作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

伝統的技法で作られた樺細工作品の数々。斬新なデザイ
ンやアイデアが施されていました。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

明るい社会づくりをめざし、輝き放つ地域人。

東 海 林 勇 一 さん
（89 歳　角館町裏町）

　

平
成
８
年
よ
り
、
角
館
短
歌

会
の
会
長
、
平
福
百
穂
顕
彰
短

歌
大
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
。

　

第
29
回
国
民
文
化
祭
で
は
田

沢
湖
・
角
館
短
歌
大
会
企
画
委

員
会
長
を
務
め
、
短
歌
と
い
う

文
化
を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い

く
よ
う
後
継
者
の
育
成
に
も

日
々
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

仙
北
市
地
域
輝
き
表
彰

　

上
桧
木
内
の
戸
沢
地
域
に
伝

わ
る
「
県
指
定
戸
沢
さ
さ
ら
」

の
舞
い
手
と
し
て
活
躍
。
保
存

会
の
会
長
も
長
年
務
め
て
い
る
。

ま
た
、
後
継
者
不
足
の
対
策
に

つ
い
て
、
伝
承
講
習
会
を
実
施

し
地
域
文
化
の
継
承
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
貢
献
し

て
い
る
。

　

長
年
に
わ
た
り
地
元
野
球
ク

ラ
ブ
の
会
長
を
務
め
、
現
在
も

５
０
０
歳
野
球
大
会
で
最
年
長

の
現
役
投
手
と
し
て
活
躍
。
古

稀
野
球
大
会
の
県
チ
ー
ム
代
表

に
も
選
ば
れ
活
躍
。
そ
の
他
、

登
山
歴
30
年
、
ゴ
ル
フ
や
狩
猟

も
行
う
な
ど
、
元
気
で
明
る
い

社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
神
代
地
区

の
婦
人
会
な
ど
、
女
性
が
必
要

と
さ
れ
る
組
織
に
関
わ
り
、
現

在
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い
る
。

地
域
で
は
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
多
く
の
役
職
も

歴
任
。
自
然
と
周
り
に
人
が
集

ま
り
、
元
気
に
い
き
い
き
と
活

躍
し
て
い
る
。

平成28年度

仙
北
市
か
ら
優
良
隊
員
５
人

　

10
月
27
日
、
秋
田
市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
た
第
43
回
秋
田
県
交
通
指

導
隊
大
会
で
、
仙
北
市
か
ら
交
通
指

導
隊
員
５
人
が
優
良
隊
員
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
終
了
後
、

観
閲
式
を
行
う
た
め
秋
田
市
八
橋
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
し
、
隊
員

の
士
気
高
揚
を
図
り
大
会
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

【
12
年
以
上
勤
続
優
良
隊
員
表
彰
】　

▼
安
達
政
治　

▼
猪
本
一　

▼
芳
賀

　第 43 回秋田県交通指導隊大会

昌
平

【
７
年
以
上
勤
続
優
良
隊
員
表
彰
】　

▼
大
平
三
郎　

▼
渡
辺
友
康

優良隊員として表彰された皆さん。

目
標
は
日
本
一
と
黒
帯

　

10
月
２
日
、
第
14
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
が
埼
玉
県

立
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
小
学
５
年

軽
量
級
の
部
に
出
場
し
た
武
心
会
角

館
本
部
道
場
（
湯
澤
浩
一
師
範
）
の
岩

田
晴
君
（
角
館
小
）
が
初
出
場
で
第
３

位
に
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
10
月

20
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
門
脇
市
長

に
成
績
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
湯
澤

師
範
は
「
保
育
園
の
年
長
か
ら
空
手

を
始
め
、
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
重
ね

て
き
た
。
道
場
で
は
後
輩
の
面
倒
も

　全日本ジュニア空手道選手権大会

よ
く
見
て
く
れ
て
い
る
。
今
後
も
空

手
を
通
し
て
人
間
的
に
大
き
く
成
長

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

岩田君（中央）は「日本一と黒帯（初段）を目標に稽
古に励みたい」と抱負を語りました。

農
産
物
や
加
工
品
が
勢
揃
い

　

10
月
23
日
、
角
館
町
白
岩
の
薗
田

会
館
で
第
７
回
薗
田
豊
穣
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
地
場

農
産
物
品
評
会
へ
農
産
物
や
加
工
品

な
ど
約
70
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
菅
原
ア
ヤ
子
さ
ん

（
釣
田
）
の
「
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
」
が
仙

北
市
長
賞
を
、
下
田
三
千
雄
さ
ん
（
前

郷
）
の
「
あ
け
び
ジ
ャ
ム
」
が
白
岩
地

域
運
営
体
会
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
た
ほ
か
、
18
点
が
入
賞
す
る
な
ど
、

い
ず
れ
も
見
事
な
出
来
栄
え
の
作
品

　収穫祝う薗田豊穣まつり

に
、
訪
れ
た
方
々
も
興
味
深
げ
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

農産物品評会では、出来栄えのよい作品が所狭しと並び、
ハイレベルな審査となりました。

個
人
・
団
体
に
多
数
参
加

　

10
月
23
日
、
角
館
中
学
校
体
育
館

で
第
12
回
仙
北
市
卓
球
大
会
が
行
わ

れ
、
約
１
2
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
種
目
１
位
（
敬
称
略
）
▼
団
体
戦

角
館
高
校
Ａ　

▼
個
人
戦　

一
般
男

子
１
部 

茂
木
勇
哉
（
卓
磨
会
）
同
２

部 

阿
部
伸
也
（
て
く
て
く
倶
楽
部
）　

同
３
部 

大
平
弘
司
（
遊
友
ク
ラ
ブ
）　

一
般
女
子
１
部 

大
和
田
凜
（
角
館
高
）

同
２
部 

中
嶋
り
え
（
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｔ
女

子
部
）　

同
３
部 

藤
本
順
子（
市
連
盟
）

中
学
校
１
年
男
子 

安
藤
聖
那
（
神
代

　熱戦展開 ! 仙北市卓球大会

中
）　

同
２
年
男
子 

佐
藤
侑
和
（
角
館

中
）　

同
１
年
女
子 

草
彅
未
怜
（
て
く

て
く
倶
楽
部
）　

同
２
年
女
子 

吉
田
友

音
（
西
明
寺
中
）　

小
学
生
の
部 

阿
部

大
和
（
て
く
て
く
倶
楽
部
）

多くの参加者が出場し、熱戦を繰り広げ
た今大会。息詰まる試合を制した選手た
ちには笑顔が見られました。

高 田 君 雄 さん
（82 歳　田沢湖生保内字牛沢）

鈴 木 武 彌 さん
（74 歳　西木町上桧木内字東上戸沢）

松 田 誠 子 さん
（80 歳　田沢湖角館東前郷字六丁野）

　

仙
北
市
で
は
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

様
々
な
分
野
で
社
会
参
加
し
、
地
域
の
中
で
キ
ラ
リ
と
輝
く

65
歳
以
上
の
市
民
等
を
表
彰
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
表
彰

者
は
次
の
方
々
で
す
。

輝
き
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